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Semi-minute (以下 S.M.とかく〉は，いろんな意味で正常型とさきの報告の Minuteとの中間
型である.その多くは明らか仁慢性型であるが，ただ穂や世だけは正常大である. しかし雑種の F2









第 2表 改良坊主x鎌不要の F2世代で区別された Minute，Semi-minute 
および正常型(並渦性別)の芽鞘および稗の長さ
F2 types 
Coleopti1e length Stem length 
x 土 S.E.(mm) x 土 S.E.(cm、
Minute 14.24 土 0.7973
{semi-minut 11.76 土 0.6157 28.12 土 3.6195
Uzu 
Normal 14.26 土 0.3509 60.94 土 0.8638
{sem凶 ute 24.28 土 0.8189 43.23 土 1.8111






















果仁よると， S. M.は正常型の稗長の約半分しかなし¥ しかし S.M.の稗長の変異は F2ではか
なり大きく，一方第3表に示した特殊のFl雑種やF3系統内では明らかに小さし1ことが認められた.
第 3表 改良坊主 (minヘテロ)と S.M.の5系統(いずれも渦性)のi
F1に現われた正常および S.M.個体群の稗長
Parental types Segregates in F1 
Strains Semi-minute Normal 
X 土 S.E.(cm) 
x 土 S.E.(cm) x :!: S. E.(cm) 
Kairyo・bozu 61.4 土 0.7961
S. M. 5-1 28.1 土1.2351 21.0 土 0.5350 61.5 土 0.7660
S. M. 5-2 34.4 土 0.9180 23.4 土 0.7216 59.0 土1.0468
S.乱1.7-1 33.6 土 1.7723 27.5 土 0.8393 63.3 土 0.6509
S. M. 7-2 41.0 土1.∞65 29.4 土 0.6057 58.0 土1.6671













胞が認められた.これは Minuteの場合と同様であるが， 倍数性は 4~10x の程度に止まり，
Minuteの場合ほど高次のものは認め得なかった.倍数の程度は種々の内的，外的条件lこよっても




























不要や Nigrinudum，Colsess IV， Coast 1， 111などと交雑した場合には，予期に反して， F2で
Minuteはごく少数しか分離せず，正常型のほかにかなり多くの S.M.が見出された.第4表には
これら5交雑のF2で表型的に区別された正常， S. M.および Minuteの個体数が示されている.
第 4表 改良坊主と数品種との雑種の F2仁おける Semi-minuteの分離
kairEsye0d・b明ozu Normal S. M. Minute Total x2 for P crossed with 12 : 3 :1 
l1) Kamairazu 439 101 33 573 0.804 0.7-0.5 
(2) Nigrinudum 408 83 33 524 2.957 0.3--0.2 
(3) Colsess lV 205 52 16 273 0.072 0.98--0.95 
(4) Coast I 234 68 21 323 1.213 0.7-0.5 
(5) Coast II 279 49 28 356 6.693 0.05ー 0.02
この場合， 正常と S.M.との類別は完全仁行なわれたとは断言できないが， Coast 111との雑種の





正常型 ;Min En (9)および Minen (3) 
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S. M. 型;min En (3) 
Minute型 ;min en (1) 
この仮定が正しし1かどうかを調べるため，まず改良坊主xCoastIIのF2雑種から正常個体109，








































F 2 genotypes and 
expected ratio 








Calculated number 18.17 
Remarks: Aa = Min min， Bb = En en 
を比較してみると， F2正常型については，が=1.8907(P =0.7ー O.のであり，またらS.M. 
型では， x2=0.03498 (P =0.9-0.8)であって， ともに上述の仮定の正しいことを裏書きした
同じ雑種の九世代調査は，主としてF3世代における遺伝子型推定の確からしさをしらべるため
仁行なった.すなわち，第5表仁示した種々 の型のうち，第E群 (Minmin En Enの構成を持




Number of different F 4.lines derived from the normal-type-plants in 

























F3 type No. 1 (Normal+S. M.) 
Normal 























S. M.のほかに若干の Minuteを分離するものが見出され， F3の判定が誤りであることを示した.
これはおそらく， F3試験において生活力の弱いMinuteが冬期枯死して見逃されたためであろう.
しかし他の15系統群では，予期の通り， H為では S.M.のみ，また， IV群では Minuteのみを分
離する系統が含まれているととが確かめられた.なお，この試験仁おいては， F3系統中から任意抽出







改良坊主ヘテロ系統の遺伝子構成を Minmin en en，これと交雑したS.M.個体のそれを min
min En Enあるいは minmin En enとすれば， これらの Fl雑種世代では正常型と S.M.+
Minuteが1: 1の比仁分離することが予期される.
結果は第7表仁示したようlこ，おおむね予期のとおりとなり，両親の遺伝子型の推定の正ししてと
が認められた.ただし， S.M. 7-1とS.M.9ー 1との雑種では S.M.と同数の Minuteが生ず
べきであるのlこ，その数は予期より可なり少なかった.この原因は明らかでないが，鉄株が多かったこ
とから推測すると Minuteが選択的仁枯死したのでないかと思われる.




S. M. 5-2 
S. M.ι1 
S. M. 7-1 
S. M. 7-2 
S. M. 9-1 

























既述のように種々のお雑種では正常:S. M. : Minuteが12:3: 1の分離を示すが， S. M. 
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もminuteもともに minについてホモである. したがって正常型と S.M.+ Minuteの分離比から





として期待される 9: 3 : 4の比によく適合することが認められた. したがって，Min minはVv(条
性， 1群); Ll (穂の疎密)， Lklk (琶の長短)， Nn (皮楳性〉などのlII+VlI群の遺伝子，
Fsβ(稗の脆弱性， V群)， Ss (底刺の毛の長短.V群)，および Uzuz(並渦性， VI群〉の
いずれとも独立の遺伝をすることが認められる.なお， Nigrinudum， Colsess IV， C冶astIおよび
Eはそれぞれ a，(VI群)， Xc (VI群)， a目(1II+ VlI群)および YO(1I + VlI群)の葉緑素変異遺伝






F 2 phenotypes X宮forTotal 
XY 9: 3: 4 xY Xy+xy 
P 
(1) Kamairazu NnMinmin (III+VU) 333 106 134 573 1.035 0.7--0.5 
L/ ~ (~) 320 119 134 573 1.921 O.ら~.3
Lklk ~ (~) 325 114 134 573 1.083 0.7--0.5 
Fsfs ク (V) 327 112 134 573 0.922 0.7--0.5 
Uzuz ~ (V1) 306 133 134 573 7.566 0.05--0.02 
(2) Nigrinudum VvMinmin (1) 295 113 116 524 3.916 0.2--0.1 
Bb ~ (I) 288 120 116 524 6.660 0.05--0.02 
Lklk ~ (II + VII) 3∞ 108 116 524 2.770 0.3-心.2
Ss. ~ (V) 302 106 116 524 2.497 0.3--0.2 
(3) Colsess 1V NnMinmin (II + VII) 143 62ω 273 2.998 0.3--0.2 
Ss ~ (V) 155 50 68 273 0.044 0.9ふ-{).95
(4) Coast I NnMinmin (II + VII) 163 71 89 323 4.522 0.2--0.1 
Lklkク( ~) 171 63 89 323 1.546 O.ら~.a
Ss ~ (V) 174 60 89 323 1.156 0.7--0.5 
Uzuz ~ (V1) 180 54 89 323 1.565 O.ら~.3
(5) Coast II LklkMinmin(I1I+ VU) 197 82 77 356 5.128 0.1一心.05
Ss ~ (V) 217 62 77 356 3.373 0.2一心.1
Uzuz ~ (V1) 219 印 77 356 4.076 0.2一心.1
子を持ち，これらの遺伝子仁ついてホモの個体は幼苗期仁枯死するため，第8表における計算からす
べて除外されている. しかもこれらの4交雑では種々の成植物における対立形質の分離が9:3: 4 
の比に起っているから，これらの致死遺伝子は Minm仰とは独立であることを間接的仁示してやる.
さら仁，第E群の頴色遺伝子 Bbの分離は交雑2において9:3:4の期待比と僅かに違ってやる
















419 20 134 573 
x' P 
Calc. for independent 322.34 107.45 143.25 573 108.8586 small 
Calc. 7.1% of recombination 410.17 19.58 143.25 573 0.7964 0.95--0.5 






ても見出されている. したがって Kk遺伝子の行動は短芭型を除き，三叉芭 (KLk)と景色 (k
Lk)仁よって推定しなけれほならない.なお， Minuteのすべてと S.M.のごく一部位穏を作らなかっ
たので古形質の分離を見ることができなかったが，正常型と S.M.の出穂個体は204および50であ
第 10表 改良坊主xColsessIVのむにおける minとさ叉芭遺伝子Kとの連鎖関係
Normal Semi-minute 
TotaI x2 P 
Hooded A wned Hooded A wned 
Observed number 124 14 22 16 176 
Calc. 9 : 3 :9/4 : 3/4 105.6 35.2 26.4 8.8 176 22.598 very small 
Calc. 25% 120.27 20.53 15.40 19.釦 176 5.751 0.2--0.1 
り，この数は丁度12:3の理論比lこ合致している.それでこの中から短芭個体を除き，正常と S.
M.仁おける三叉芭と長芭の分離状況をしらぺた.その結果は第10表の如くである.





た. したがって，Min min は明らかに第W連鎖的iにあり，Kkどは25.0土4.04%の組換価で連鎖
するものど結論される.
摘 要
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